
(問題 5の続き)

間 2 等方的で一様な物質が物質量を変えずに準静的な変化をするとき,内部エネルギ
ー υの変化は dυ =T dS― P d7で表される。以下の設問 (1)～ (3)に答えよ。

(1)(段:)y と (詳)sをそれぞれ 7,Pの うち適切なものを使い表せ。

(2)(約
7と 聯 )y年

それぞれ G,7,Pの うち適切なものを使しま せ。Gは定積

熱容量とする。

(3)(器
)Tを
T,P,yの うち適切なものを使い表せ。(ヒ ント:導出にはマックスウェ

ルの関係式の一つを用いる)

間 3 図 2は蒸気圧曲線を示す。圧力 Pc,温度 ■ において,すべてが液相となった状態
を CL,すべてが気相 となった状態を CGと する。以下の設問 (1)～ (4)に答え
よ。

(1)物 質量,温度を変えずに準静的に状態 Aか ら状
態 Bに移行すると液相から気相への相転移が起
こる。このとき横軸に体積 yを とると,圧力 R
ヘルムホルツの自由エネルギー ス ギブスの自由

エネルギー Gは ,それぞれどのようなグラフと
して表されるか。 3つのグラフのおおよその形状

を描け。相転移直前の体積  (yLと する)と 相転

移が終了した直後の体積 (比 とする)が異なる

ことに注意 して
神
く軍と。 (器)Tが

どのような熱

力学量で表されるか考えて描 くと良い。

図 2

CLに お け る 内 部 エ ネ ル ギ ー ,エ ン タル ピー を そ れ ぞ れ 1/L,IfLと し,CGに お け る

内部エネルギー,エ ンタルピーをそれぞれ 1/G,日Gと する。しζG~びLと ZG~比
の大小を比較せよ。両者に差があるとしたら何によるものか簡潔に述べよ。

CGと CLのエン トロピァの差 ∠S=&「SLを ,硫 ,しξG,IfL,HG,PC,■ の うち適切
なものを使い表せ。

r

(2)

(3)

(4) 圧力
警
,温度 ■ における蒸気圧曲線?傾き器 を

秋

「

1/L,ム″=JfG~」fLの うち適切なものを使い表せ。

Pc,■ ,乙 y=ンb― yL,∠び=

導出過程も書くこと。
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